
科⽬名 担当教員

単位 講義区分 ナンバリング

期待される学修成果

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの要素

実務経験

実務経験を⽣かした
授業内容

到達⽬標及びテーマ

授業の概要

授業計画

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

事前学修

事後学修

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの⽅法

成績評価⽅法 割合（％） 評価基準等

定期試験 0% 実施しない

上記以外の試験・平常点評価 100% 授業参加状況60％、答案作成40％。

補⾜事項

教科書

書名 著者 出版社 ISBN 備考

幾何学序論Ⅰ 福⽥ 茂隆

2単位 ED1MGE501

基礎教養 教科教育

プレゼンテーション

初等幾何学における作図論・⾯積論・相似論の原理に習熟できる事。

初等幾何学の根本を⾒つめ直す。 ⼩学校、中学校、⾼校での教材として初等幾何の⾜元をもう⼀度⾒つめ直し、何故そうなのかをユ
ークリッド原論の視点から考える。 ⽬標：最初の5回は作図論、次の4回は⾯積論、その次の3回は相似論である。

第1章  ユークリッド流作図＝定規とコンパス

第2章  （⾓の２等分線、垂直２等分線）の作図

第3章  （垂線と平⾏線）の作図

第4章  （円の接線、内⼼、外⼼）の作図

第5章  （線分のn等分点）の作図

第6章  ユークリッドの⾯積の公理、⻑⽅形の⾯積

第7章  三⾓形と平⾏四辺形の⾯積

第8章  台形とひし形の⾯積

第9章  円周率と円の⾯積

第10章 平⾏線と線分の⽐

第11章 相似

第12章 三⾓形の相似条件

第13章 演習その１：問題配布とヒント解説

第14章 演習その２：解答発表と講評

第15章 確認テスト

2時間 上記⽬標に関連して、義務教育段階で学習した基礎的事項を、⼩中の教科書等で、良く復習しておく事。

2時間 各回の授業ノートを整理しておくこと。

授業中に提⽰する課題(テスト・レポート含む)については、全て授業中で解説する。

授業参加状況: 60%（授業中に適宜指名し、問答する。真の意味で授業に参加しているか。）
授業の内容を記録理解整理したノート（⾃筆）・授業配布プリント・福⽥HP⽂書などを活⽤して確認テストの答案を作成したか:
40%。



福⽥HP 福⽥茂隆 福⽥HP **********
http://www.ha.shotoku.ac.jp

/~fukuda

参考資料
福⽥HP: http://www.ha.shotoku.ac.jp/~fukuda
ユークリッド原論−縮刷版−（中村、寺阪、伊東、池⽥訳）共⽴出版 （⼤作であり、その含蓄は深い。しかし現代からみると回りく
どい箇所もある）



科⽬名 担当教員

単位 講義区分 ナンバリング

期待される学修成果

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの要素

実務経験

実務経験を⽣かした
授業内容

到達⽬標及びテーマ

授業の概要

授業計画

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

事前学修

事後学修

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの⽅法

成績評価⽅法 割合（％） 評価基準等

定期試験 0% 実施しない

上記以外の試験・平常点評価 100% ⼩テスト40％、授業参加状況60％

幾何学序論Ⅱ 福⽥ 茂隆

2単位 ED1MGE402

基礎教養 教科教育

プレゼンテーション

オランダの数学教育学者ファン・ヒーレは、幾何学的思考⽔準理論で、５段階の発達段階（０．イメージ、１．定義（観点）、２．
命題（AならばB）、３．証明（演繹）、４．公理系）を提唱した。 本講義の到達⽬標は、この幼⼩中⾼と続いてきた幾何学教育の最
終段階（公理系）を習得できる事である。これは、現代幾何学への扉でもある。 したがって、本講義のテーマは「ユークリッド幾
何の公理主義的構成」となる。

⼩学校・中学校で学習する、座表軸を⽤いる以前の [線分の⻑さと⾓の⼤きさに基づく] 図形の学問を、初等幾何、古典幾何、⼜はユ
ークリッド幾何と⾔う。実はこの幾何は、ごく少数の原理原則（公理）から体系的に組み⽴てられる。これを公理主義という。この
体系は、紀元前3世紀ギリシャのユークリッド『原論』にはじまり、20世紀初頭ドイツのヒルベルト『幾何学基礎論』により完成さ
れた。本授業では、このヒルベルトの体系を、素朴な実数概念を前提とすることで、平易に解説講義する。

公理I（直線結合公理）、および平⾏の定義を扱う。

公理II（直線順序公理）、および線分・線分の内部・半直線・線分の延⻑の定義を扱う。

公理III（平⾯分割公理）を扱う。

パッシュの定理および⾓の定義を扱う。

公理IV−A（線分の合同の公理）を扱う。

線分の和・⼤⼩を扱う。

公理IV−B（⾓の合同の公理）を扱う。

⾓の和・⼤⼩を扱う。

公理IV−C（『２辺夾⾓合同ならば他の⾓も合同』）を扱う。

２等辺三⾓形の性質、および三⾓形の合同定理を扱う。

補⾓・対頂⾓の性質および平⾓の唯⼀性を扱う。

『錯⾓（同位⾓）合同ならば平⾏』、を扱う。

公理V（平⾏線の公理）を扱う。

『平⾏ならば錯⾓（同位⾓）合同』、および三⾓形の内⾓の和を扱う。

演習（平⾏四辺形の性質）、および⼩テストを⾏う。

2時間
１：前時のノートをしっかりと整理し読みかえした上で、次回の授業にのぞむ事。 ２：配布した演習問題は、Home
Work として予め考えて、次回の授業にのぞむ事。 この事前準備を前提として、全１５回の講義と定期試験を実施す
る。

2時間 各回の授業ノートを整理しておくこと。

授業中に提⽰する課題(テスト・レポート含む)については、全て授業中で解説する。



補⾜事項

教科書

書名 著者 出版社 ISBN 備考

福⽥HP 福⽥茂隆 福⽥HP *****
http://www.ha.shotoku.ac.jp

/~fukuda

参考資料

⼩テスト（授業の内容を記録理解整理したノート（⾃筆）・授業配布プリント・福⽥HP⽂書などを活⽤して答案を作成したか。 ）4
０％
授業参加状況（授業中に適宜指名し、問答する。真の意味で授業に参加しているか。）6０％

福⽥HP: http://www.ha.shotoku.ac.jp/~fukuda
『幾何学基礎論』 ちくま学芸⽂庫 ヒルベルト (著), 中村 幸四郎 (訳)（ただし難解である）


